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議演

制霊的事霊前言語の構懇

言出内

「市;者環噴・ I1活]素l立の秩序形成における公私の協働

《公共図〉の'丈Æ~L":デl灼構造 J プロジュクト
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趣旨説明

克己

本円 (:ぬ07-fr.:1 月百円土、車、たちの手十日fX~:N# A研究会の二五紙 C 、

務省の内匝貴光μーをよ〉おきいたしまして、内田光μーがネム，うErJされ、:(，

方而で大きな;ぇ舎を惹さ起こしつつある「制民自7契約 の構想について

;f::討しい士だ〈こと:二なけました n この科けの{叶究代表を務めてお 11ま

す関係で、研究会を治&うるに当たりまして 亡一ご長持汁I
'
し上げます。
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制度的契約百有の情想

私ともの科研慕繋Aのテーマは、 'diJ品環境 生活環境の秩原形成に

おける公私の協働」というもので、近時顕著になっている、法における

公私の交錯現鋭を分析するとともに、それを踏まえた公私協働の叫能↑宇

をi丘求しようというブロジコクトです。テーマが小していますように、

主たる対象領域はdi場環境つまり波予と、生活潔境つまり狭い怠l味での

環境です。ご存知の}jも多いと思いますが、今年度の私法学会民法シ〆

ポジウムのテーマは〈説苧秩序と民法〉でしたが、私たちの科研グル

ブが中心となってシンポジウムをオーガナイズさせていただきました。

また競?と昨ぶ研究テーマの環境の方は、来年の 3月4円に利研メン

ノミーの亘理先牛をオーガナイザーとして、この|口iじ会場で小さなンンポ

ジウムを開催する予定にしてL、まれ

さて、このような私たちの緋究プロンエク「からしましても、内田先

!J:が提示された制度的契約論の構想は、大変関心を引くものです。近時

の法現象における特徴的動向の Iっとして、これまで公的機関によヮて

秩序を介さないで供給されてきた場台や叶 ピスについて、英約を活用

して市坊を通じて供給をしようという動向がありますc簡単に言えば「契

約イヒ」の肋lojですが、これをとのように理論イじするかは、私たちの研究

プ口ンエクトからしでも大きな自民題で 4一。内凶矧論は、この動向につい

て制民的契約という楕想、で理論化することを試みるわけですむ内田理論

においては、このような契約化には、提供される財やサービスの特到に

伴う内在的な市1)約があるという観点が，)"されています c そして、これは

引用でFけれども、「公私の領域のうち i公」の領域を狭め、 i私」の論

理を 般化するはずの契約化は、かえって、 T私』の領域に公法的規制

を要請し、公私の境界の 帽の流動化をもたらすのごあるのJ(内111貴「民

営化 (privati日 tion) と契約 制度的契約論の試みは・完)J ジユリ

スト1:111号 [2006作J148頁)という把握が示きれているわけでありま j一行

大変魅力的なt~併でして、大いに議論すべきものと忠われます。

なお、今、公平J、の境界の流動化という観点から内川市1)民的契約論を位

置付けましたけれども、この構怨は、もう Iつ、関係的契約論との関係

でも位情付ける必要があります、早いものでもう 15年以上前になります

が、内田先牛は、 1990年代の初めに T契約の内牛」というご本を上梓さ

れましたしこの著再とこれに続く 速の論考において民間された閃係的
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講演

契約論は、これまたきわめて大きな反響を呼んだわけですが、今|口|の「制

度的契約論」は、内田理論においては、関係的契約論とともに、現代の

契約現象の全体を把握するための、いわば車の両輪という月白干をされて

います。このような観点を IJIJ面に出したものとして、参与文献には挙げ

ませんでしたけれども、今子討に持ってきていますが、商事法務から昨

年出版されました 「継続的契約と同ポ法務」とL寸木がございまして、

そこに内川先生は「制民的契約と関係的契約 企業年余契約を素材と

して」という論文を附されております。今回の緋究会では、公私の交針、

その境弾の流動化という観点が中心になろうかはと思いますが、閃係的

契約論を視野に人れた内田契約法論の全体像についての議論も排除する

魁旨ではありませんので、この観点からの議論もどうぞ山していただき

たいと思っております。

今円の研究会の進め方ですけれども、まず内問先!J:から 1時間程反の

ご禄告をいただきまれその後、1:(法と行政法からそれぞれ20分程度の

コメントをいただく f疋をしていますυ 民法サイドからのコメンテ

ターは本耐究科の池出清治教ji~ に、行政法サイドからのコメンテーター

は九州大学の原田大樹}仏教授にお願いしてありますυ

池出先生については、本研究科のスタッフですので、特に紹介の必要

はないと思いますけれども、!車田先生については、多少の桁介をさせて

いただきますっ原同先生の現職は、九州大学法学防究院の准教j'lです。

行政訟を専攻されていまして、 20ω年に九州大学法学部を本業され、そ

の佼九州大学において修上端程・博上端程を修了きれ、九州大字の請自1I

を経て、2以)6年から現職に者いておられます。これまでのおイ1mですが、

噂上論丈をまとめた l自主規制jの公法学的研冗」とL寸ご本を有斐悶か

ら今年の 3月に出版されておられます。綴d舟Jな実証性を備えたスケール

の大きな則前t枠組みを促示するもので、非自に高い計{曲を得ていると聞

いております。本緋究会により関係があるものとしては、これも内田論

ιで引用されています「福祉契約の行政法学的分析」という論丈を、九
大法学部の紀要である r法政緋究』の69%1号 (2∞3年)に公表されて
おられまれ j京m先生の修士論丈を公表したものであ，)、これも非d出に
l口:j<評価されていると聞いております。現在、弘子で最も注目されてい

る新進気鋭の行政法研究苫です。幅広い射程を持つ内問制度的契約百市構
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制度的契約百有の情想

想、に対するコメンテーターとして、最適の方であると思いますっ

以上の両先生からのコメントが終わった後、者|の休憩を取って、そ

のあと日時ぐらいまでを予定して、白111に議論したいと思っておりま F。

さて、ごJ主将の最初に内目先ヰのこ、所属を法務省と紹介いたしました。

それをお聞きになって、あれ?と思われた方もいるかもしれませんつ実

は内田先牛は、この10月に東京大学から法務省に移られましたコ債権法

改正に当たられるためと聞いております。新しい職場での多忙な巾、在、

ともの安請に快く応えて報告をお引き受けいただきましたことに、改め

て)早〈御礼を内し上げます。また、今円の研究会は、官、ともの科研基盤

Aの下催ですが、北大R事法研究会と北大公法緋究会にも、共催という

ことでご協力をいただいていまれ民事法研究会の今年の幹事は私です

ので、白分に白分でお礼を百うのは何か変ですが、公法緋究会の幹事は

藤谷先!j二でして、コメンテーターの!車問先止をご紹介下さったことを合

めて、いろいろおIU訴になヮています。 藤谷先生にも御礼中し卜げま仁

最後に、本円の研究会の報背とコメント、それから議論は、手議背を元

に原稿イヒし hたしまして、北大法学論集に掲載し、学界の共有財E去にした

いと思っております。あらかじめその円申し上げておきますとともに、

参加の皆様のこ協力をお願い fる次第でございま 4一。

講演

制度的契約論の構想

内田 貴

ただいまご紹介いただきました内田ですc 在、はこんなにたくさんのh

がお見えになるとはまったく想定し亡おりませんで、小きな研光会で叛

時闘し守べるものと思って内てまいりました。 1時間しゃべるというこ

とも、 M00'以前育問先fとからそう聞いたような気も fるのですが、とて

もそんな準備はごさいませんで、あまり中身のない請で終わってしまう

かもしれませんが、最初にプレゼンテーションさせていただきたいと思

います。それから今、氏事法緋究会との共催という請がありましたが、

私にとっては懐かしい名前で、また民事法研究会で報f与できるのは大変
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